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令和 2 年 3 月 6 日 

            東 京 税 関 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 差止点数が 20 万点超え  

○ 輸入差止件数は 5,402 件（前年比 24.6%減）、輸入差止点数は 220,612点（前年

比 0.5％増）となり、差止点数が 2年連続 20 万点を超えました。 

     １日平均で 15件、604点の知的財産侵害物品を差し止めていることになりま

す。 

 

２． 中国来が依然として高水準   

○ 中国からの差止件数は 4,529 件（前年比 26.9%減、構成比 83.8%）、差止点数は

111,533点（前年比 28.8%減、構成比 50.6%）となり、件数・点数共に平成 19 年以

降、最大の仕出国となっています。 

 

３． 知的財産別では商標権の差止点数が増加   

○ 商標侵害物品の差止点数は 158,233 点（前年比 19.5％増、構成比 71.7％）と  

2 年連続の増加となりました。 

 

４． 輸送形態別では郵便物の差止件数が 8割超  

○ 郵便物の差止件数は 4,645件（前年比 26.0%減、構成比 86.0%）となり、輸送形

態の 8 割以上を占めています。安価な輸送費用や手続きの簡便さなどから、運搬

具として郵便物が用いられる傾向にあります。 

 

５． 健康や安全を脅かす危険性のある知的財産侵害物品が引き続き散見  

○ 健康や安全を脅かす危険性のあるトレーニング機器、電源アダプタ、化粧品、

医薬品等の差止めが散見されました。 

 

知的財産侵害物品の差止点数が 2 年連続 20万点超え 
（令和元年の東京税関における知的財産侵害物品の差止状況） 

【お問い合わせ先】 

東京税関 税関広報広聴室 

TEL 03-3599-6264 

FAX 03-3599-6442 

報道発表 
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令和元年における知的財産侵害物品の差止状況（詳細） 
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知的財産侵害物品の輸入差止実績（平成27年～令和元年）

件数 点数

「差止件数」とは、税関が差し止めた知的財産侵害物品の輸入申告及び郵便物の数です。 

「差止点数」とは、税関が差し止めた知的財産侵害物品の数です。 

例えば、１つの輸入申告において、20 点の知的財産侵害物品が含まれていた場合は、１件 20 点と

して計上しています。 



 
3 

○仕出国（地域）別輸入差止実績        

 

  

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○知的財産別輸入差止実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  輸入差止件数は、中国来が 4,529件（前年比 26.9%減、構成比 83.8%）、次いでフィリピン

来が 248 件（前年比 22.7%減、構成比 4.6%）、香港来が 171件（前年比 6.0%減、構成比 3.2%）

となりました。 

  輸入差止点数は、中国来が 111,533点（前年比 28.8%減、構成比 50.6%）、次いで韓国来が

67,718 点（前年比 2229.5％増、構成比 30.7%）、香港来が 18,374点（前年比 63.3%減、構成

比 8.3%）となりました。 

 

（注） 四捨五入しているため、構成比の合計が 100％とならない場合があります。 
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  輸入差止件数は、例年同様、偽ブランドバッグ等の商標権侵害物品が 5,201件（前年比 24.9%

減、構成比 95.4%）で大半を占めています。次いでキャラクター関連商品等の著作権侵害物品が

127 件（前年比 100%、構成比 2.3%）、デザインを模倣した意匠権侵害物品が 101件（前年比 36.9%

減、構成比 1.9%）となりました。 

  輸入差止点数は、商標権侵害物品が 158,233 点（前年比 19.5%増、構成比 71.7%）、次いで意

匠権侵害物品が 29,955点（前年比 0.2%減、構成比 13.6%）、著作権侵害物品が 16,631点（前年

比 43.3％減、構成比 7.5%）、となりました。 

（注） 四捨五入しているため、構成比の合計が 100％とならない場合があります。 
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○品目別輸入差止実績  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○輸送形態別輸入差止実績 
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  輸入差止件数は、バッグ類が 2,269 件（前年比 11.4%減、構成比 38.3%）、衣類が 1,644 件

（前年比 21.1%減、構成比 27.7%）、靴類が 512件（前年比 18.2%減、構成比 8.6%）となりま

した。 
  輸入差止点数は、ＣＤ、ＤＶＤ類が 71,846点（前年比  全増、構成比 32.6%）、電気製品

が 29,189 点（前年比 0.8%増、構成比 13.2%）、衣類が 19,071 点（前年比 25.5%増、構成比

8.6%）となりました。 

（注） 四捨五入しているため、構成比の合計が 100％とならない場合がある。 

 
（注） 四捨五入しているため、構成比の合計が 100％とならない場合がある。 

  輸入差止件数は、郵便物が 4,645件（前年比 26.0%減、構成比 86.0%）、一般貨物が 757件

（前年比 14.8%減、構成比 14.0%）となっており、例年と同様に郵便物が大半を占めていま

す。 

  輸入差止点数は、郵便物が 36,869点（前年比 39.7%減、構成比 16.7%）、一般貨物が 183,743

点（前年比 16.0%増、構成比 83.3%）となっており、件数に反比例して一般貨物の割合が多

くなっています。 

（注） 四捨五入しているため、構成比の合計が 100％とならない場合があります。 
 

  

（注） 四捨五入しているため、構成比の合計が 100％とならない場合があります。 
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